
(5) 生存中の HCV感染血液凝固異常症における HCV ウイルス量 

 

生存中のHCV感染症例における現在のHCVウイルスの検出状況（Taqman法によるRNAの測定）

については、HIV非感染の血液凝固異常症例について1,015例、HIV感染の血液凝固異常症例につ

いて389例の報告があった。令和5年度の検出状況を図10と図11に示した。 

 

 
 図10. HIV非感染血液凝固異常症におけるHCV-RNAの検出状況 

 

 

 

 
図11. HIV感染血液凝固異常症におけるHCV-RNAの検出状況 

 

 

 

(6) 生存中のHCV感染血液凝固異常症における肝疾患の病期 

 

令和5年5月31日時点で生存中のHCV感染例について、今年度の調査による肝疾患の病期を 

HIV感染の有無と疾患別に表47と表48に示した。なお、今年度の全国調査に報告がないものについ

ては、これまでに報告されていた肝疾患の病期を用いて集計した。 

肝疾患の病期が進行した症例は、HIV非感染血液凝固異常症では肝硬変 54例、肝癌 72例とな

り、肝不全 0例であった。HIV感染血液凝固異常症では、肝硬変 58例、肝癌 20例、肝不全 0例で

あった。 
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黄色枠内に誤りがございましたので、修正してお詫び申し上げます。
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